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織やその関係する周囲緒組織を組織学的に検索する企ても盛んに行なわれている口 CBurwell , 1961) 
なお，最近の研究の結果，組織移植時の免疫反応の主体となるものが少なくとも皮膚移植の場合に




すなわち新鮮家兎腸骨の autograft ， homograft および犬の heterograft を，母床との細胞接触




が行なわれる状態の皮下或いは腹腔内に挿入した diffusion chamber 内，以上三つの環境をえらび，
autograft としては被検家兎の腸骨を homograft としては被検家兎の生後 24時間以内の新生児の腸
骨或いは被検家兎と同程度に成長した家兎の腸骨を，さらに heterograft としては犬の腸骨を家兎へ
移植し，時間を追って移植骨の osteogenesis ならびに osteocyte survival を H-E 染色標本につい
ての組織学的検索，および oxytetracycline 投与による盤光顕微鏡的観察により比較検討した。得ら
れた結果は次の様に要約される。
1) 皮下に移植した free implant で、は， heterograft を除き，新生骨形成がみられた口なかでも
-autograft が最も著明な新生骨形成を示したが，骨細胞生存は，移植 2 週間後においてすでに移植骨の
骨細胞の半数にしか認められず， homograft の場合と顕著な差はなかった。この新生骨は autograft
の場合層状骨であり，これに対して homograft では，生後24時間以内の新生児家兎の腸骨を母体に
移植した詳の移植 8 週間後の所見には層状骨がみられたが，この群の 2 および 4 週間移植骨，また，
成熟家兎の腸骨を他の成熟家兎に移植した群では，移植後のいずれの時期にも層状骨は認められず、新
生骨はいずれも網状骨または，骨軟骨様組織というべきものであった。 heterograft では新生骨形成




3) 皮下および腹腔内に移植した diffusion chamber implant では autograft ， homograft，およ
び heterograft のすべてにおいて，程度の差はあったが，各移植期間を通じ新生骨の形成が認められ，
その形態はすべて網状骨であった。また， diffusion chamber implant の所見を free implant のそれと
比較した結果， autograft では diffusionchamber implant がはるかに劣り， homograft では顕著な差
がなく， heterograft では free implant で骨新生が認められなかったのに反して，diffusion chamber 
内では僅かながらこれが認められるという示唆に富む所見が得られたロなお diffusioロ chamber
implant における新生骨形成を量的に観察した結果で、は， autograft が最も優れ， homograft がこれに
次ぎ， heterograf t はこの両者に劣ることが示された白骨細胞生存に関しては，皮下に移植せる free
implant よりも， autograft , homograft および heterograft の別なく，一般に良好であった。
4) 被検動物に移植期間中 1 ないし 2 回 oxytetracyc1ine を投与し，移植骨の新生骨形成部位を蛍
光顕微鏡によって観察した結果で、は， H-E染色による組織所見と一般によく一致する成績が得られ，
本法が新生骨標識法のーっとして有用な手段であることが認められたロ
5) 以上の実験成績は，骨移植時の免疫反応の発現に， serum antibody の関与も無視出来ないと









hornograft , heterograft (犬)を母床組織との細胞接触を異にする環境下に移植し (free irnplant , 
,diffusion charnber irnplant)，それぞれの場合の osteogenesis および osteocyte survival を比較検
言すしたものである。
本研究の結果において autograft での新生骨の形成は直接皮下に移植した free irnplant が di­
ffusion charnber irnplant にくらべ，はるかに良好であったのに対し， hornograft では free irnplant 
と diffusion charnber irnplant とで，その新生骨形成に顕著な差異がなく，また heterograft では
free irnplant で新生骨形成が全く認められなかったのに diffusion charnber irnplant では僅かなが
らもこれが認められるという示唆に富む結果が得られた。ちなみに diffusion charnber irnplant に
おいて形成された新生骨はいずれもその形態が網状骨であり， osteocyte survival に関しては皮下に移
植した free irnplant にくらべ一般に良好であった口
なお， free irnplant と diffusion charnber irnplant との中間的な環境を設定する目的で著者は前
眼房内への移植実験も試みているが，結果は皮下移植の場合と同程度か，やや劣るものであった。
また，常法による組織学的観察と併行して試みられた oxytetracycline 投与による新生骨形成部位
の蛍光鏡検結果は，本法が新生骨標識の有用な手段の一つであることを示すものであった。
本論文に示された以上の実験成績は，骨移植時の免疫反応の発現に‘serurn antibody' の関与も無
視できないとしても，いわゆる「細胞免疫」或いは‘cel1-bound antibody' が最も重要な役割を果た
しているとの見解を支持するものであって，骨移植免疫に関する研究を大きく一歩前進させたもので
あり，この方面の今後の研究の進展に寄与することが多大であると考える。
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